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感」である。論文第一副査佐藤道信先生が指摘されるように『現代アートにおいて宗教に拠らない祭儀
性で霊性という根源回帰を図ろうとする試みは容易ではない。』 また、「祭儀性」を論じること自体が
もたらす多くの誤解を回避するために細心の注意をはらい、『隣接諸分野の豊富な文献渉猟と現代アート
での実践事例の検証から、その方法論の枠組を構築することに労力を割いたレベルの高い論考』である。 
 本申請者の論文の重要性は、未来への希望につながることを予感させることである。政治・経済が混
迷し、ドグマとして宗教が存在するように語られる現代世界において、難易度の高いテーマに果敢に取
り組み、実践者ならではの芸術実践をめぐる重要な指摘をおこなったことである。また、その新規性は、
実践者の論文において、明晰に隣接諸分野から引用しつつも、ある分野の言説から想定される固定的な
イメージや発想から自由な議論の地平を設定したことである。そのことにより、つねに新たな何かにな
りつつある芸術表現と実践者による言説のダイナミズムを保つ可能性を獲得したことである。 
 本申請者の作品は、「Hesychia」（ヘシュキュア）という「内的平安」を意味するギリシャ語を作品タ
イトルとした映像インスタレーションによる作品である。天井の高い大学美術館のギャラリーの一角に、
非日常的な暗闇をもつブラックルームをつくり、論文で語られた“反復の行為”による「概念的パフォ
ーマンス」のプロセスを示す映像と結果の痕跡を組み合わせて全体の空間を統合している。表現円環状
に吊るされた牛皮には、“反復の行為”の痕跡として、焼きごてで刻まれた格国言語・宗教の文字が所狭
しに描かれている。中央には透明な豚皮に焼きごての手の動きが映し出され“反復の行為”を暗示的に
示され、そして，皮が焼ける時に出る煙がたなびいている。繋ぎ合わされた透明な豚皮の表面には毛穴
の細部が不思議な質感をつたえ、写経的儀式空間を五感に響かせ、論文で分析した空間演出として、映
像の使用、演劇的舞台空間の設定、知覚体験を操作する空間演出の方法を作品のなかに統合した体験と
なっている。作品第１副査高山登先生のご指摘のとおり、現代アートにおける祭儀性、及び人間らしさ
を共感できるであろう可能性への問いかけとして優れており、非常に困難であり、未分化な超越する問
題に挑戦する意識は賞賛に値する。今後の展開への課題も含め、高いレベルに達していると認められた。 
 
 論文、作品ともに博士課程に相応しい高いレベルにあると認め、全員一致で合格とした。 
 
